
- 1 -

第１学年Ａ組 美術科学習指導案
平成１６年１１月１３日（土） 第１校時 第１美術教室 指導者 辻 政宏

伝えてみよう楽しいカンジ （美術１ 日本文教出版 「楽しいメッセージ ）題 材 」

研究との関連
美術科では，第３次共通研究主題 「小中高の連携と教科間の連携を視野に入れた各教科のあり方」－

主体的に学びをつなぐ生徒の育成をめざして－を受け 「表現と鑑賞を一体として扱う中学校美術科教科，
課程の提案」－主体的に学びをつなぎ，美的判断力を働かせようとする生徒の育成をめざして－を第３次
研究主題とした。

美術科では次の仮説に基づいて本研究主題に迫るものである。

授業において，以下のような美術の学びと日々の学びを自覚化させる学習を，表現と鑑賞を一体
とした教科課程のもとで展開することは，美的価値意識を高め，主体的に学びをつなぎ，美的判断
力を働かせようとする生徒の育成に有効である。
① 単元を構成する題材の導入段階において，日々の学びを意識する。
② 単元を構成する題材の発想構想段階において，過去の学びを自覚する活動を行い，主題と形・
色・材料による表現との関係を整理，分析する。

③ ①②に基づいてそれぞれが設定した主題と形・色・材料との関係を自覚し，新たな学習目標達
成の構想を練る。

④ 以上の学習過程を通して確かめられた形・色・材料に対する美的価値意識の基で，過去の学び
を活用して学習を進める。

⑤ 単元の最終段階で，新たに獲得したそれぞれの価値意識に基づく美的判断力を働かせて自他の
表現や鑑賞の様子を評価する。

指導の方針
○ 表意文字である漢字の特徴を生かした楽しいイラストレーションを制作する。日常において無自覚に
目にしている文字のデザインの働きについて，これまで学んできた形・色・材料との関係を整理分析し
ながら鑑賞することによって自覚させる。その上で，漢字から想起されるイメージを日々の様々な学び
を活用して広げテーマを明確にして表現させることは，発想構想の能力を育成していく上で有効である
と考える。

○ 本学年の生徒は，小学校まで無自覚に扱ってきた色彩や形態について性質や感情を表す働きがあるこ
とを学習し，色彩や形態に対して興味関心を高めてきている。これらの美術科の学びと漢字から連想さ
れる日常の様々な学びをつなぐことにより，より豊かな発想ができることや楽しさを実感させたい。

○ 指導にあたっては，鑑賞と表現を一体とした教科課程のもとで授業を展開する。
① 導入では基本的なレタリングと生徒たちが日常よく目にする漫画雑誌などに用いられているロゴタ
イプとを比較鑑賞させることにより，題材への興味関心を高めさせたい。

② 発想構想段階において優れた絵文字を鑑賞し，形・色・材料との関係を整理分析させることによっ
て，表意文字としての漢字のイメージがより豊かに広がることを自覚させたい。

③ 単なる文字の意味だけでなく，その漢字から連想されるイメージを日常において体験したり学んだ
りしてきたことを想起させ，豊かなイメージの広がりを持たせながら構想を練らせたい。

④ これまで学んできた色や形の学習を生かし，自分のテーマにあった表現をするために必要なものを
吟味した上で創意工夫して制作させたい。

⑤ 互いの作品のイメージや工夫を感じ取らせ，自分の作品について改善するための視点を持たせるこ
とにより新たな表現への意欲を喚起したい。

目 標
○ レタリングの働きと絵文字の遊び心を理解し，視覚伝達デザインへの興味関心を高めることができる
ようにする。

○ 日々の様々な学びをつなぐことにより，漢字の意味から連想されるイメージを広げながら豊かに絵文
字の構想を練る事ができるようにする。

○ テーマにあった形・色・材料を選び表現方法を創意工夫しながら制作できるようにする。
○ 互いのアイディアのよさや表現の工夫などを感じ取り，デザインの楽しさを味わえるようにする。

計 画

第１次 導入 ……………………………………………………………………………………………２時間
１ 基本的なレタリング ……………………………………………………………１時間
２ 絵文字の鑑賞 …………………………………………………………………１時間(本時)

第２次 絵文字の制作 …………………………………………………………………………………６時間
１ 構想 …………………………………………………………………………………２時間
２ 制作 …………………………………………………………………………………４時間

第３次 鑑賞 ……………………………………………………………………………………………１時間
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本 時 案 （計画 第１次の第２時）

○ ボディタイプとロゴタイプを比較鑑賞しそれぞれの役割の違いを理解し，文字のデザイン

目 への興味関心を高めることができる。

○ 自分の選んだ漢字から連想されるイメージを広げることができる。

標 ○ その漢字の持つ形状の特徴を生かしたデザインを，アイディアスケッチしながら構想を練

ることができる。

学 習 活 動 教師の働きかけと留意点 備考

１ ボディタイプと １ 前時に学習した基本的なレタリング（ボディ 参考資料
ロゴタイプを比較 タイプ）と身近なマンガなどに使用されている ノートパソコン
鑑賞する。 ロゴタイプ（ディスプレータイプ）を比較鑑賞 プロジェクタ
（一斉） させ，以下の点に気付かせながら絵文字制作へ ②日々の学びと美

の興味関心を高める。 術の学びの関整の
・ボディタイプ…読みやすいことが基本 整理

鑑賞の関心意欲態度・ディスプレータイプ…個性的なイメージが込
ボディタイプとロゴタイめられ，読むことよりも見ることを楽しむこと

プの役割の違いについて楽が基本
しみながら文字のデザイン・造形的な工夫によって文字のイメージが豊か
への興味関心を高めることになること

。ができる

２ 絵文字の作品群 ２ 参考作品を提示し，ある漢字が絵文字へと変 ③新たな知の自覚
を鑑賞し，デザイ 化していく過程を示しながら，絵文字のデザイ 化

鑑賞の能力ンしていく上での ンにはいくつかのパターンがあることや条件が
絵文字の作画パターンの条件について考え あることに班で話し合わせ気づかせる。

多様性に気づき，る。 ・漢字の意味が伝わること
その条件を理解することが（班） ・もとの漢字の形状が生かされていること
できる。

３ 絵文字のデザイ ３ ワークシートを配付し 「レタリング字典」 ワークシート，
ンの構想を練る。 などを参照させながら，構想を練らせていく。 ①日々の学びの活
( ) 自分がデザイン ( ) 自分の興味や生活体験などを振り返らせ， 用1 1

発想構想の能力しようとする漢字 思いつく漢字(熟語やことわざも含む)をリス
選び出した漢字から連想から連想されるイ トアップさせ，意味から連想されるイメージ

されるイメージをを言葉にメージを に を言葉によって収集させる。webing
よって広げながら，主題をよって広げる。
練ることができる。（個人）

( ) イメージを元に ( ) 以下の点を指示し，アイディアスケッチさ 色鉛筆2 2
アイディアスケッ せていく。 ④美術の学びの活
チをしてみる。 ○ この段階では文字の形との融合は意識しなく 用

創造的技能（個人） てもよいことを伝える。
主題に沿って漢字の形を○ 自分の選んだ文字の形状の特徴は何か，どこ

生かしながら絵文字のアイをどのよう生かすか，アイディアスケッチを何
ディアスケッチをすること枚も描かせながら構想を練らせていく。スケッ
ができる。チで表しにくいところはメモ書きさせておく。

４ 本時のまとめを ４ 本時を振り返らせ自己評価させるとともに，
する。 次時の学習内容を予告し目標を立てさせ，制作
（個人） に見通しを持たせる。
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第２学年Ｃ組 美術科学習指導案
平成１６年１１月１３日（土） 第２校時 第１美術教室 指導者 辻 政宏

わたしの提案するピクトグラム題 材
（美術２・３上 日本文教出版 「イメージアップのデザイン ）」

研究との関連
美術科では，第３次共通研究主題 「小中高の連携と教科間の連携を視野に入れた各教科のあり方」－

主体的に学びをつなぐ生徒の育成をめざして－を受け 「表現と鑑賞を一体として扱う中学校美術科教科，
課程の提案」－主体的に学びをつなぎ，美的判断力を働かせようとする生徒の育成をめざして－を第３次
研究主題とした。

美術科では次の仮説に基づいて本研究主題に迫るものである。

授業において，以下のような美術の学びと日々の学びを自覚化させる学習を，表現と鑑賞を一体
とした教科課程の基で展開することは，美的価値意識を高め，主体的に学びをつなぎ，美的判断力
を働かせようとする生徒の育成に有効である。
① 単元を構成する題材の導入段階において，日々の学びを意識する。
② 単元を構成する題材の発想構想段階において，過去の学びを自覚する活動を行い，主題と形・
色・材料による表現との関係を整理，分析する。

③ ①②に基づいてそれぞれが設定した主題と形・色・材料との関係を自覚し，新たな学習目標達
成の構想を練る。

④ 以上の学習過程を通して確かめられた形・色・材料に対する美的価値意識の基で，過去の学び
を活用して学習を進める。

⑤ 単元の最終段階で，新たに獲得したそれぞれの価値意識に基づく美的判断力を働かせて自他の
表現や鑑賞の様子を評価する。

指導の方針
○ ピクトグラムの鑑賞と表現を通して視覚伝達デザインの働きについて学習する。ピクトグラムの果た
す役割や造形的な特徴について考えさせながら鑑賞することによって，言語外のコミュニケーション手
段としての視覚伝達デザインの重要性を理解させる。その上で，日常生活の場に目を向け，これまでの
美術での学びを生かして新たなピクトグラムを提案することによって，形・色・材料による表現が生活
をより豊かで便利なものにすることができることを実感させながら，造形的な感性を高めていきたい。

○ 本学年の生徒は，１年次において小学校まで無自覚に扱ってきた色彩や形態について学習することに
より，それらに性質や感情を表す働きがあることに気づき，興味関心を高めてきている。また，１年の
工芸の学習において，日常生活を豊かにするためのデザインを学んできている。個人的に楽しむデザイ
ンから，地域や社会の役に立つデザインの考え方をこれまで美術で学んだことを意識させながら理解さ
せていきたい。

○ 指導にあたっては，鑑賞と表現を一体的に扱う教科課程のもとで授業を展開する。
① 導入において，日常にあふれる様々なシンボルマークやピクトグラムを鑑賞し整理・分析させなが
ら，日常におけるそれぞれの働きの違いについて理解させたい。

② 構想段階では単に自分の思いつきや感情のままに作るのではなく，その場にふさわしいものになる
よう情報をしっかりと収集させてイメージを広げさせたい。

， ， 。③ ①②の状態の下で これまでの美術の授業で学んできたことを生かし アイディアを考えさせたい
④ ピクトグラムの条件を踏まえ，形・色・材料の持つ性質や感情を意識させて表現させたい。
⑤ 相互鑑賞させ，ピクトグラムとしての機能性を追究させたい。

目 標
○ 視覚伝達デザインの役割を理解し，日常生活をより豊かに創造することへの関心を高める。
○ 目的や条件を考えて，豊かに発想し構想を練る能力を養う。
○ 目的や条件に合った形・色・材料を創意工夫して表現することができるようにする。
○ 身のまわりのデザインの用と美の関係に気付き，美的な視点で日常をとらえることができるようにす
る。

計 画
第１次 導入 視覚デザインの鑑賞 ………………………………………………………１時間（本時）
第２次 ピクトグラムの制作 ………………………………………………………………４時間

１ 構想 ………………………………………………………………………２時間
２ 制作 ………………………………………………………………………２時間

第３次 鑑賞 …………………………………………………………………………………１時間
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本 時 案 （計画 第１次）

目 ○ 日頃目にしている視覚伝達デザインの働きや造形的な特徴について理解することができる。
○ ピクトグラムを必要とする場所や場面などを想起させ，アイディアスケッチをすることができ

標 る。

学習活動 教師の働きかけと留意点 備 考

１ 身近な視覚伝達 １ 参考資料を分類させ，なぜそのような分類にしたのか 参考資料
②日々の学びデザイン作品を鑑 その根拠を問いながらを，それぞれの図像の持つ働きの
美術の学びの賞す る。 相違点について発表させながら整理していく。
関係の整理（一斉） ・漫画－娯楽
鑑賞の関心意欲・イラストレーション－挿絵，説明図
態度・マーク・ピクトグラム－案内表示など
それぞれの図像

の役割について考
。えることができる

２ シンボルマーク ２ 様々なシンボルマークとピクトグラムを比較鑑賞させ 参考資料
ノートパソコンとピクトグラムを ながらピクトグラムの役割や条件について班で話し合わ
プロジェクタ比較鑑賞する。 せ，以下の点について気づかせる。

③新たな知の（班） ・日常の生活において機能していること
自覚化・多種多様な人に認識できるものであること
鑑賞の能力・形や色が明快なものであること
シンボルマーク・一目見ただけで，図の意味が読み取れること

とピクトグラムの・文字よりも意味が素早く理解できること
役割の違いについ

て理解することが

できる。

校舎配置図３ 校舎配置図の役 ３ 現在使用されている校内の校舎配置図を配布し，ピク
割について考える。 トグラムを制作していくことを告げ，配置図が誰にとっ
（一斉） てどんなものであることが必要か班で話し合わせ，その

目的を意識させる。

カード４ ピクトグラムの ４ 以下の手順に従ってピクトグラムのアイディアをスケ
掲示ボードアイディアを練る。 ッチしていくことを指示する。
①日々の学び( ) 校舎内の施設や ( ) 校舎内の各教室や場所（教師が指定）に対して，来1 1
活用教室から連想され 校する誰もが共通して持つことのできるイメージをカ
発想構想るイメージを広げ ードに記入させ，場所ごとに分類して掲示ボードに貼
日々の学びをつる。 らせていく。

なぎ校舎内のそれ（個人）
ぞれの場所につい

てイメージを広げ

ることができる。

( ) アイディアスケ ( ) カードを配布し，お互いが出したイメージを基に以 カード2 2
ッチをする。 下の点に留意してアイディアスケッチさせていく。 色鉛筆
（個人） ○ 整った形ではなく思いついた形や色で何枚もスケッチ ④美術の学

していくことを指示する。 びの活用
創造的技能○ アイディアスケッチは，場所ごとに分類して掲示ボー
ピクトグラムのドに貼らせていく。

条件を踏まえなが

らスケッチするこ

とができる。

５ 本時のまとめを ５ 本時を振り返らせ自己評価させるとともに，次時の学

する。 習内容を予告し目標を立てさせ，制作に見通しを持た

（個人） せる。


